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乳児期の「自己肯定感」の研究

                   　　　　　　　　　　　　　　　　　 　今津　香

　キーワード：乳児、自己、主体性、自尊感情、自己肯定感

1, はじめに

　私の子育ての経験から、子どもは「オギャ」と声をあげてこの世に誕生したときから、一人
の人間として、主体性を持ち立派な生命体として存在していると考える。個人差はあっても、
生後２カ月程度で別の部屋に寝かされると「アーン・アーン」と家のものを呼び、心地よい気
分の時は「ウックン・ウックン」と声を出し、「気持ちいいの？」「そう」とリズムに合わせて
声をかけて親子で応答していたのである。
　そのような乳児期の応答関係や相互関係の中で、子どもは愛されている、大切にされている
という実感を自然に持ち、繰り返し行われる情動交流の中で、自分の存在を肯定する気持ち、
「自己肯定感」がはぐくまれているのではないかと考える。このことについては、2008 年の保
育所保育指針にも、乳幼児期からの「自己肯定感」をしっかりはぐくんでいくことの大切さを、
その解説書の中で詳述されている。
　たとえば、保育の方法として、「家庭での生活と保育所での生活の連続性に配慮して保育す
ること」、「かけがえのない存在として、一人一人の子どもの主体性を尊重し、子どもの「自己
肯定感」がはぐくまれるよう対応していくこと」が必要であり、重要であることが指摘されて
いる。又、保育のねらいの解説には、「子どもが保育士などに受け止められながら、安定感を
持って過ごし、自分の気持ちを安心して表すことができることは、子どもの心の基盤となりま
す。周囲の大人や子どもから、かけがえのない存在として受け止められ、認められ、自己を発
揮していくことは自分への自信につながります。保育士等が子どもを一個の主体として尊重し、
主体として受け止め認めるという対応を通して、こどもは自己を肯定する心を育んでいくので
す。また、そのことにより保育士等や周囲の人への信頼感が育ち、一人一人がかけがえのない
存在であることを感じ取っていきます。人との相互的な関わりにより育まれていくこうした「自
己肯定感」を乳幼児期に育てることは、子どもの将来にわたる心の基盤を培うことでもありま
す。」とより具体的に記述されている。
　2018 年の保育所保育指針の解説書では「身近な人と気持ちが通じ合う」ねらいとして、次
の３点が指摘され「自己肯定感の」大切さを取り上げている。
　①安心できる関係の下で身近な人と共に過ごす喜びを感じる。②体の動きや表情、発声など
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により、保育士等と気持ちを通わせようとする。③身近な人に親しみ、関わりを深め、表情や
信頼感が芽生える。　　
　又、「社会の中で生きていく人間として、子どもの発達において特に大切なのは人との関り
である。乳児期において子どもは身近にいる特定の保育士等による表情豊かで受容的・応答的
な関りを通して相手との間に愛着関係を形成し、これをよりどころとして、人に対する基本的
信頼感を培っていく。又、自分がかけがえのない存在であり、周囲の人から愛され、受け入れ
られ、認められていることを実感し、「自己肯定感」を育んでいく。さらに安心できる関係の
下で、自分の気持ちを相手に表現しようとする意欲が生まれる。こうした育ちは、生涯にわたっ
て重要な、人との関わり合いながら生きていくための力の基盤となるものである。」と記述さ
れているが具体的な育ちの姿として示されたものはない。
　乳児の自己概念の研究は鏡像認知等、検討されているが、多くは小学校以上の自尊感情測定
尺度や臨床的なものが多く用いられた報告が多い。そこで、筆者は仮説を立て、保育所の子ど
もが主体的に、行動している姿を観察し、乳児期の「自己肯定感」指標を作成してきた。それ
をもとに、保育士に該当するところに、複数人で〇を記入して得点化を図り、あとで、保育士
と対話を重ねながら乳児期の「自己肯定感」について研究してきたのである。

2，乳児の自己の先行研究

　「自己肯定感」を論じるにあたり、乳児の自己についての先行研究を見てみると、心理学で
は１世紀以上前から、自己、自我、アイデンティティ、自己概念、自己意識などをテーマに膨
大な研究がおこなわれてきた。
　玉置（1998）「人権保育のカリキュラム研究」を引用すると「乳児期に人間はどのような形
で自己の感覚が育ってくるのかは、昔は鏡を使用していたが現在では写真・ビデオ等、視覚映
像的自己研究がされている。この研究はハーター・アムステルダム・バーテンハル・梶田等が
レビューを行っている。」と記述されている。前掲の p332 のＪ ames（1890）の分類によれば、
自己には主体的側面と客体的側面がある。主体的側面はＩ（主我）とされ、知り、考え、行動
する主体としての自己である。対して、客体的側面はMe（客我）とされ、対象化され、知ら
れるものとしての自己である。同じく P338 ではＳ tern（1985）は、（２ヶ月～６ヶ月）の間
であるが乳児は、ハンドリガードといって、自分の手を見つめる行為に示す姿がある。これは
自己の身体的単位として体験し、主体としての自己感であると述べている。ちなみに客体とし
ての自己はいつごろかというと、一般的に 18 ヶ月以降子どもは自分を客体化し、言語の獲得
と使用によって客体的な自己が確立されていくといわれている。これは現在の子どもの発達の
様相を示している。
　又、玉置（1998）によれば、「例えば、机を偶然とんとんとんとたたいたら養育者は同じよ
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うにとんとんとんとたたくという行為が実現してくると、自己を主体的な行為者とみなすとい
うことができるのは当然のことであろう。こうした主体を確認する活動を通して、乳児は自己
が世界を支配しているという満足感も得られるであろう。（中略）乳児が自己を確立するとい
う時に「他者」の存在を前提にしてその関わりで検討しなければならないであろう。（中略）
最初の段階において身体活動であり、「自己の主体確認」があるということになる。その後に
乳児は自己の身体の特徴を認知するのであって、逆ではない自己の行為が次の予期を生み出し
ている。自分が自己の世界を支配している満足感、自分の活動がうまくいくかどうか自己評価
も表れるはず（大人との関わり・・）。乳児期から自己の相当の部分が育っているのでは（中略）。
少なくとも２歳までは活動を通じて自己の身体的な特徴を自己の中に蓄えていると研究の中か
らも言える。」と記述されている。
　坂上（2012）「幼児は自己や他者に関する理解をどのように構築するか」では、１歳代後半
に表象レベルでの自他理解が構築されると指摘されている。
　植村（1979）は１歳すぎ「00 ちゃんおいで」に正確に反応するようになる。１歳２ヶ月す
ぎ名前を呼ばれたら「はい」と言えるようになる。１歳６ヶ月すぎ自分の名前を言いはじめる。
１歳７ヶ月すぎ「00 ちゃんは？」と聞かれて正しく自分を指差すようになる。２歳１ヶ月こ
ろから「00 ちゃんが」と、おやつや食事を自分の名前で要求し始めると報告している。
　一方、梶田（1988）は、「自尊心は、人のごく幼いころから現れる。たとえ２歳児でも、す
でに彼なりの誇りを持っている。自分のやっている事に周囲の大人が手出ししたりすると、彼
は、かな切り声をあげてそれに抗議し、自らの世界を主張しようとするであろう。こうした自
尊心は、人が周囲の大人たちへの心理的依存から脱して自立への道をたどっていくうえで欠く
ことのできない基盤である。このことは青年期において、それまで親や教師など与えられてき
た枠組みや規定、規範や価値観等々に対して、ことごとく疑問や違和感を持ち、悩んだり、反
抗しながら一人前の大人として自立を図っていくという過程についても言いうることである。」
と記述されている。
　野沢（2011）は自己主張がなされる場合・１歳前半では発生による主張が特徴的・２歳前後
にかけて不快情動の表出を示す行動が増加し、その後は減少する・２歳後半にかけて情動や行
動を制御した発話や交渉的表現などより　スキフルな自己主張が増加することが示唆された。
　又、柏木（2012）では、「赤ちゃんの微笑みが無差別に起こっているのではありませんどの
ような対象が微笑みを誘発するかを調べた研究によりますと子どもの顔よりも大人の顔、それ
も無表情な顔でなく笑顔、声を出している大人に対して赤ちゃんの微笑反応はもっとも多いの
です。自分に関心を持ち笑顔や声掛けで反応してくれる大人が赤ちゃんには魅力があるのです。
赤ちゃんの微笑みを受けた大人はその魅力に取りつかれ離れがたくなるでしょう。そして笑顔
を返し言葉かけをする。さらには、何くれなく世話をして遊び相手になるでしょう。このよう
に赤ちゃん自身は、無力、しかし、このように人を動かし、使いこなすという点ではまことに
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有能と言えるでしょう。」と赤ちゃんの有能感について記述されている。
　乳児の笑いについては多くの報告があり見聞きするところである。泣いたり、笑ったりして
自己表現をしている。生まれてすぐ笑うことがあるが、しかしこの笑いは筋肉が緩んで笑う「生
理的微笑」と言われるものである。でも周りは、笑ってくれたと思い、愛情いっぱいに受け止
め、同じように笑い、微笑み返すのである。こうした行為により、子どもは受け止められたこ
とにより安心感を覚え、自己がその時から始まっていると思われる。あやしたり、揺らしたり
すると２ヶ月頃の赤ちゃんは、声を上げて笑う、この時の子どもの笑いは「社会的微笑」と言
われ、周りの大人たちに、今までの苦労はどこへやらと忘れさせてくれる程のものでもある。

３，乳児の「自己肯定感」の先行研究

　次に乳児の「自己肯定感」についてみてみる。
　高垣（2011）は「人が哺乳類の一員として肉体を持ってこの世に生まれてからの個人史の中
に、自己肯定感を位置づけるなら、やはり「オッパイ」をくれる相手・母との関係が大きな意
味を持たざるを得ない。母親の胸に抱かれて、オッパイをもらうその姿に、自己肯定感の源が
あるような気がする。母親に身をゆだねて、温かいまなざしに見守られながら、赤ん坊がおっ
ぱいをもらうとき、赤ん坊は「自分が自分であって大丈夫」という自己肯定感の原型をもらっ
ているように思えるのだ。その「記憶」がそれ以降の自己肯定感の核になっているに違いない。」
と述べている。筆者も共感できる親と子の信頼関係が源であると思われる。
　鯨岡（2011）は自己肯定感や他者への信頼という心の育ちの大切さについて「愛されている
かどうか、大事に思われているかどうか、可愛いと思われているかどうかなど（心）が一人の
子どもの心の育ちには決定的に重要です。なぜなら、その周囲の大人の思いが子どもの心の中
に染み込む結果、自分は愛されている。大事にされて当然、自分は可愛いのだという形でその
子の自己肯定感（自分は大事だという感覚）や自信や人への信頼感が育まれる。」まさしくそ
の通りだと筆者も共感できる。
　平野（2009）は「自己肯定感とは（自分の在り方や存在を受容し、肯定する気持ち）である。
心理学では自己肯定感はセルフエスティーム（selhf-esteem）の訳語の一つとして用いられる。
セルフエスティームは自尊心・自尊感情・自己価値などとも訳されるがそれは（自分が価値の
ある、尊敬されるべき、すぐれた人間であるという感情）という、どこか高みを目指す意味合
いがこの熟語にあるから、自ら弱さやあやうさも含めて（ありのままの自分でいい）というニュ
アンスを強調する際に、自己肯定感が好んで選ばれるようである。・・（中略）自己肯定感のよ
うな自己感覚は通常、意識の背景にあり実感されないという点で呼吸にたとえて説明される。・・
（中略）それでは、呼吸に対する空気に当たるものは何だろうか。それは周囲からの応答である。
この応答はミラリングと呼ばれる。つまり周りの応答は自分を映し出す「鏡」なのである。私
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たちは周囲の人々の言葉、表情、眼の動き、声の調子、態度など「鏡」として確認するのである。」
と記述されている。これは保育士等が、子どもを一人一人、大事に保育することで周りも仲間
を尊重するのである。これは人権保育にとって大切なことである。
　そこで、筆者は、玉置哲淳（1998）の「人権保育カリキュラム研究」p379 に掲載されている「幼
児の自己の構造と契機」試論の中に四つの構造と八つの契機を提案している（表１）。これを
子どもの主体的行動と捉え、「乳児の自己肯定感の構造と契機」に置き換え、「自己肯定感」の
検討してきたのである。（表２－１～５）

表１　幼児の自己の構造と契機

　筆者は（表２～５）今津試案として作成したものである。「乳児の自己肯定感の構造と契機」
として、活動的な自己の肯定感、身体的な自己の肯定感、物質的な肯定感、社会的な自己の肯
定感１（大人）社会的な自己の肯定感２（仲間）、それら五つの契機で検討したのである。
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４，乳児の「自己肯定感」をはぐくむ構造と契機（今津試案）

　以下の表２は、自己支配感Wで、Ａ́は活動的な自己の肯定感、Ｂ́は身体的な自己の肯定感、
Ｃ´は物質的な自己の肯定感、Ｄ́は社会的な自己の肯定感１、Ｅ́は社会的な自己の肯定感２
を表した一覧表である。

A´ B´ C´ D´ E´

活動的な自己の
肯定感

身体的な自己の
肯定感

物質的な自己の
肯定感

社会的な自己の肯定感
１

社会的自己の肯
定感２

躍動感 自分の性、容貌 自分の色、持ち
物、服

対大人関係・それに通
じた文化

仲間関係、同伴
者、社会的、

生活・遊び 身体の特徴 自分の場所 アイデンティ
テ

０
歳

①快・不快を感
じ る と 笑 っ た
り、泣く。

①手をかざす ①安心できる居
場所である。

①大人に泣く、笑う、
微笑むと「どうした
の？」と受け止めてく
れてうれしい。

①相手が泣くと
自分も泣く。

②排泄して気持ち
がいい。

②抱かれやすい ②明りの方に頭を
向ける。安心す
る。

②オムツを替えてもら
いながら声かけしてく
れて、うれしい。

②互いに見つめ
合って笑う

６
ヶ
月

③おっぱいを飲
んで満足。

③乳房を捜す。 ③乳房を捜し、おっぱい
を飲ませてもらって満
足。

③そばの子によ
りさわる。

ま
で

④衣服の調節の
折、手足を 動か
す。

④首が据わった
り 腹 ば い に な
る。

③快適な衣類
等感覚的にわ
かる。

④衣服の調節をやさしく
声かけ、してもらって嬉し
く手や足を動かす。

⑤機嫌よく声を出
す。（クーイング）・
喃語を出す。

⑤腹ばいになって
頭をあげる。

④場所が違うと
目できょろきょ
ろ様子を見る。

⑤クーイングに答えて
もらって嬉しい。（情
動行動）

⑥ 好 き な 人 を
ジーと見る。

⑤一定の場所
が落ち着く

⑥親、先生に受け入れ
られて安心。（信頼関
係）

⑦抱いてもらうとここ
ちよくなる。

⑦離乳食の味に
驚く。

⑧初めての経験を互い
に確かめあい食べると喜
んでくれる。

⑧自由に前、
後ろと動くの
を楽しむ。

⑨あやしてもらうと
嬉しくて手足を動か
したり、ますます喃
語を発する。

⑨寝返りし、
何度も自分で
して遊ぶ。

⑥くるりと回転
す る 。 （ 寝 返
り）

⑩寝返りし、やっ
た！と満足。「でき
たねー」と共感して
くれて嬉しい。

⑩音を聞いた
り、物を見た
り、しゃぶっ

年
齢

自
分
の
世
界

で

W

自
己
支
配
感

表２―１　自己支配感　Ｗ
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　以下の表２－２は、上記の表２－１の続きである。自己支配感Ｗの６カ月～１歳３カ月まで
の年齢を表記している。

①寒い、暑い等
泣いて訴える。

① 足を持ったり

自 分 を確 かめ
る。

①周りのおもちゃ

は自分のものだ。

①「寒い？熱い？わかっ
たよ」と受け止め、優し
く衣類の調節をしてくれ
る。

① 顔をのぞきこ

む。

②便が出ると気
持ち悪く表情で
知らせる。

② ハイハイして

這う。

② 人の持っている

ものがほしい。
②トイレに行き、出た
らほめてもらい嬉し
い。

② すぐ隣の子に

触りに行く。

③乳房を触りな
がら飲む。

③ 立てたー！と

つかまり立ち。

③ 手で触るもので

音 を 出 し て 楽し
む。（畳、壁ふす
まをガリガリ）

③優しく「食べよう
ね、おいしいね」と声
掛けしてもらってうれ
しい

③ 顔見知りの好

きな同年代の相
手 の と こ ろ に
寄っていく。

④半固形食が食
べられるように
なり嬉しい。

④ これ見よがし

に歩く。

④物を落とし拾っ
てもらってうれし
い。繰り返す。

④「かみかみ・もぐも
ぐ等声掛けしてもらい
同じようにする。

④ 玩具の取り合

いをする。

⑤喃語でしゃべ
る。

⑤ 鏡に映った自

分 の 顔が わか
る。

⑤好きなおもちゃ
がある。

⑤大人の真似っこをし
て楽しむ。

⑤ ボールなど転

がし一緒に追い
かける。

⑥ 見慣れない顔

の人が来ると泣
く。

⑥好きな人以外は泣く。
（人見知り）

⑦ 好きな大人を
追いかける

⑦ハイハイで近寄ってい

くと必ず抱いてくれる。

⑧歩けるようにな
る。

⑧立った！歩いた！とみ
んなが祝ってくれる。

⑨いない・いない
バーなど、もう１
回と表情、しぐさ
で要求する。

⑨いない・いないばーを

してくれて嬉しい。

⑩探索活動をす
る。

⑩探索活動を見守ってく
れて嬉しい。

⑪ 行動を阻止さ

れると泣く。

⑪ トラブルがあっても

「００したかったのね」
と受け止めてくれる。

自
己
支
配
感

W

６

月

1
歳
3
カ
月

表２－２　自己支配感（６ヶ月から１歳３か月）
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　以下の表２－３は、上記の表２－２の続きである。自己支配感Ｗの１歳３カ月～２歳までの
年齢を表記している。

自
己
支
配
感

１
歳
３
ヶ
月

①片言ながら口
で「暑い」「寒
い」など言え
る。

①自分の容貌
かわいいと思
う。

①壊して楽しむ① 好きな大人が受

け止めてくれて嬉
しい。

①兄弟に甘え
る。物の取り合
いをする

W
２
歳

②便が出たこと
を知らせる。

②自分のもの
がわかる。

②好きな遊びが
ある。

②便が出たこ とに
よって「気もい良かっ
たね」と言って くれ
る。

②友達と手をつな
ぐ。

③普通の食事が
できる。

③体を動かして
遊ぶのが好き。

③ 大人と同じものを
食べて共感できてう
れしい。

③仲間と遊ぶ。

④置き場所、寝
る場所、食べる
場所がわかる。

④ 受け止めてもら

うことで待てたり
できる。

④片言と身振り手
振りでいえる。

⑤いろいろなも
のには名前があ
る こ と が わ か
る。

⑤指差しに答えて
もらい、物には名
前があることを知
り嬉しい。

④好きな友達がで
きる。

⑤指差しをする。 ⑥受け止めてもらうこ
とで待てたりできる。

⑦「そうだね」「00だ
ね」と受け止めてくれ
る。

⑥「もう１回」と
催促をする。

⑧トラブルがあっ
ても「00ちゃんも
したかったのね」
と受け止めてくれ
仲介してくれて安
心

⑤友達のものがわ
かる。

⑦見立て遊びをす
る。

⑨歌ったり、音楽
を聴いて一緒に口
ずさむ。

⑥おもちゃのやり
取りを大人の見守
る中でする。

⑧「いや！」とい
う。

⑩簡単なごっこ遊
びを一緒にしてく
れて嬉しい。

⑦ 泣いてる友達を

「よし・よし」す
る。

⑨「自分で！」と
主張する。

⑩ごっこ遊びがで
きる

⑪片言ながらやり
取 り が で き る 。
（どうぞ・ありが
とう）

⑪自分の名前が言
える。

表２―３　自己支配感（１歳３カ月～２歳）
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　以下の表２－４は、自己受容と自尊感情である。自己受容Ｘの０歳～２歳までと自尊感情の
Yの０歳から２歳の年齢を表記している。

① W-A-１～１０ ①W-B-1～６ ①W-C-1～５ ①W-D－１～１０ ① W-E-1～３

喜怒哀楽を表現し
て満足。

動いて満足。 居場所があって満
足。

好きな大人がいて愛
してくれて満足。

仲間がいて安心満
足。

X ①Ｗ－A－1～１１ ①Ｗ－Ｂ－１～
５

①Ｗ－Ｃ－1～５ ①Ｗ－Ｄ－１～１１ ①Ｗ－Ｅ－1～５

一人で歩いて自由
になり、探索活動
が広がり、満足。

活動している自
分に満足。

好きなおもちゃが
あって満足。

歩けた！みんなと共
感し、自信に満ちみ
んなで満足。

友達と一緒に笑い共
感する。

①Ｗ－Ａ－１～１
１

①Ｗ－Ｂ－１～
２

①Ｗ－Ｃ－１～５ ①Ｗ－Ｄ－１～１１ ①Ｗ－Eー１～７

いろんなことがで
きることを認めて
くれて満足。

自分は何でもで
きる

自分はいろんなこ
とが分かってきて
やれる。

大人の言うことがよ
くわかる。自信につ
ながる。

友達に満足してい
る。

①Ｗ－Ａ-１～１０ ①Ｗ－Ｂ－１～
６

①Ｗ－Ｃ－１～５ ①Ｗ－Ｄ－1～１０ ①Ｗ－Ｅ－１～３

自己表現に満足。 首が座り、寝返
りできて満足。

安心安全な場所、
い場所で満足。

尊敬され、愛され
る。ありのまま認め
てもらい満足。

そばにいるだけで満
足。

①Ｗ－A－1～１１ ①Ｗ－Ｂー1～
５

①Ｗ－Ｃ－1～５ ①Ｗ－Ｄ－１～１１ ①Ｗ－Ｅ－１～５

好きな遊びをし、
歩行を中心に探索
活動を行い認めら
れると嬉しい。

ハイハイをし、
立って歩けるよ
うになる自信。

自分は好きなおも
ちゃで遊べる。い
ろんなところを探
索でき満足。

周りの大人に成長の
節目を喜んで共感し
てもらって満足。

友達と遊ぶと楽し
い！満足。

好きな大人にすご
い！上手！と認めて
もらうと満足。

Ｙ
①Ｗ－Ａ－1～１１ ①Ｗ－Ｂ－1～

２
①Ｗ－Ｃ－1～５ Ｗ－Ｄ－１～１１ Ｗ－Ｅ－１～７

見立て遊びが高ま
り、何事にも関心
がある。

盛んに模倣しで
きた時の達成感
が分かる

歩く、走る、と
ぶ、など周りの環
境により行動をと
る。周りが見えて
くる。

強く自分を自己主張
するが受け止めても
らうことにより満
足。

友達が好きだ。

それらを受け止め
てもらい満足。

指差ししていろんな
ことを知らせる。
答えてもらって満
足。

6

月

1
歳
3
カ

セ
ル
フ
エ
ス

テ

ウ
ム

1
歳
3
カ
月

2
歳

０
歳

６

月

０
歳

６

月

6

月

1
歳
3
カ

月

1
歳
3
カ

月

2
歳

自
己
受
容

自
尊
感
情

表２－４　自己受容・自尊感情（０歳～２歳）
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表２－５
①好きな大人がいる。（大
人と情同交流ができる。）

②リズムに合わせて会話が
できる。（ク―イング）

①喜怒哀楽のすべ
て表現できる

①歩く喜び、探索活動受け
入れ見守ってくれる。

②自信を持って歩
く。

②肯定的にも守ってくれる
大人がいる。

①あこがれのなか
まがいる。（好き
な子のそばによ
る）

①大人の気持ちを感じ、そ
れに応じたり、行動を認め
られてさらに次の行動へと
意欲が持てる。

①友達の行動を眺
める。

6

月

1
歳
3
カ
月

①丸ごとの自分
を認める。

①自由に探索
できる場があ
る。

①一緒に同じ遊び
をする。

可
能
的
自
己

Z

０
歳

6

月

①自分の存在、行
動が受け入れられ
ている。

①可愛い存在。 ①安心安全な
場所にある。

1
歳
3
カ
月

2
歳

①身の回りのこと
を自分でしようと
し、片言ながら発
し、道具を使って
遊ぼうとする。

①髪を切っても
らってより可愛
い。

①物に名前が
あるのを知
り、大きく
なったらいろ
んなことがで
きるはず。

　こうして、表２－１～５の、乳児の「自己肯定感」をはぐくむ構造と契機を０歳～２歳を対
象として、子どもの側からの行動・姿を指標として作成したものである。
結果、子どもの健やかに育つ姿が浮き彫りになったのである。筆者はこの表２－１～５からで
もわかるように、自己の発達は、目に見えて誰にも感じるところは、５ヶ月終わりごろから８ヶ
月にかけての人見知り、歩きだしたころの自信に満ちた顔、道具を使って押したり引っ張った
りと得意顔、自分の名前を呼ばれたら「ハイ！」と言える等、２歳までに自己が育っているの
でそんな子どもたちを、周りの保育士が一人の人間として、尊敬し、大事に育てることで、初
めて健やかに成長するのである。
　そして、四つの自己の構造と八つの自己の契機が「自己肯定感」をはぐくんでいくと考えた
のである。
　乳児期の「自己肯定感」については難しく、なかなか推し量れないとされているが、筆者は、
四つの構造と八つの契機から、子どもの姿を見ていくことで見えてくると思い、現場に行って
観察し、立証を試みる。そして、「自己肯定感」指標を作成する。それを基に保育士にインタビュー
することで、乳児期の「自己」の成長・変化についての研究を考えたのである。
そこで、１年間（平成 23 年）は月１回保育所において、乳児の主体的に行動する姿や表現を
記録し、保育者の関わり方や子どもの姿を観察したのである。そして、筆者は乳児の「自己肯
定感」がどのように育つのか、仮説を立てたのである。
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５，乳児の「自己肯定感」の仮説

（１）　仮説
　乳児の自己肯定感を言葉で表すなら、「私は私である」「私は愛されている」「私は可愛い・
私は泣いても大丈夫」「私は何でもできる」である。
そして、乳児の「自己肯定感」の育ちは四つの構造と八つの契機からなると考える。
四つの自己の構造（自己支配感・自尊感情・自己受容・可能的自己）は以下のとおりである。
①「私は私である」という自己支配感を認められることにより自信や安心につながり、「自己
肯定感」がはぐくまれる。
②「自分は愛されている」という自尊感情を持つことにより、「自己肯定感」がはぐくまれる。
③「私は可愛い・私は泣いても大丈夫」と自己受容することにより、「自己肯定感」がはぐく
まれる。
④「私は何でもできる」と可能的自己・自己期待を持つことにより「自己肯定感」がはぐくま
れる。

　八つの自己の契機（活動的自己・身体的自己・物質的自己・能力的自己・社会的自己１・社
会的自己２・精神的自己・全体的自己）は以下のとおりである。
A 、生活や遊びを通しての活動的自己
B、自分の容貌、身体的な特徴な身体的自己
C、自分の持ち物、場所などの物質的自己
D、言葉などの能力的自己
E、大人との関係を社会的自己１
F、仲間との関係を社会的自己２
D、嬉しい、楽しい、つらい、等、気持ちを表す精神的自己
H、総合的に捉えて全体的自己
　乳児期での自己を推し量ることは難しいといわれているが、子どもの姿を四つの構造と八つ
の契機から見ていくことで、乳児の「自己肯定感」が見えると考えて仮説とする。

（２）仮説の考え方
　私は私である（自己支配）は、日常の保育の中で、特に昼食時などに、ふと子どもがスプー
ンを叩くと仲間が一斉に面白がって叩いたり、お絵かきをするとき「トン・トン」と誰かが始
めると、にぎやかにトントンコールが始まったりする。又、スープを飲むときに、コップでう
がいした時のように「ガラガラ」と一人がすると仲間もする。自分のした行為を周りも真似を
して、同じようにしてくれると自分が周りを動かしているように思うのである。ここで自己支
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配感が育っていると考えられる。このように、日常生活の中で繰り返し行われる活動を通して、
自分の行為が認められたりすることによって自信や安心感につながるのである
　また、「私は私である」ということは永遠に難しいテーマであると考えるが、子どもが誕生
し親は思いや願いをこめて名前をつけるのである。そして、愛情を持って「00 ちゃん」と数
えきれないぐらい人生の中で声をかけてもらうのである。そんな「00 ちゃんである私」「自分
の思いを出せる私」「保育士や周りの人と生活や遊びを共にできる私」「仲間と一緒に遊べる私」
なのである。
　一人の人間としてしっかり主体的に生きることが「自己肯定感」につながると考える。食べ
ることや遊ぶこと、大人や仲間とかかわることなどのなかにそれはある。これらは八つの自己
の契機（A～ H）が基になっているのである。それは日々の中で、自分は食事の時・スプー
ンやフォークを使って自分で食べようとしたり、これ見よがしに歩いたり、自分の服は自分の
ものだと執着したり、指差し、簡単な言葉で相手に伝えようとしたり、自分は先生と遊ぼうと
したり、先生を介して仲間と遊ぼうとしたり、自分は嫌なことは「イヤ」と気持ちを表したり、
自分はこうして自己主張をし、大人を動かしているのである。
　体の成長や心の成長は、日々の生活や遊びを通して、人・物・環境にかかわり、自分が主体
的に活動していくことを認められることによって、自信となり、「自己肯定感」が育まれてい
くのである。　
　私は愛されている（自尊感情）は自分に対する肯定的なイメージ・自分を大切にしようとす
る気持ちである。
　周りから愛され、情緒が安定することである。生まれてから大事に育てられ、オッパイやミ
ルクを飲み、「首が据わった！」「ハイハイした！」「立った！」「歩いた！」と周りは一喜一憂
して成長を喜んでくれ、子どもは認められていくのである。そんな生活や遊びの中で子どもは
自信や達成感が生まれてくる。これも八つの自己の契機（A～ H）が基となる。それは、自
分は一人でスプーンやフォークを使って食べることが好きだったり、これ見よがしに歩くこと
が得意だったり、おもちゃを使うのが得意であったり、片言の言葉を発する事が出来て誇りに
思ったり、スキンシップをしてくれる、優しい先生は好きであり、友達に好かれて誇りに思っ
たり、いろんなことが出来るようになり、誇りに思うのである。
　自己支配感のところで事例を出していたが、食事の時、汁物でガラガラうがいをしてしまう。
すると行儀が悪いので、保育士は、「ダメ！」と頭ごなしで言うのか、「スープは飲むものよ。
ごはん食べた後に、お水でガラガラうがいをしようね。」と促す方法で接するのか、言い方と
して良い悪いでなく、子どもの受け止め方がずいぶん違ってくるのではないかと考える。
　子どもは、いろいろやってみて確かめているのである。こうした日常生活や人間関係の中で
遊びを通して、いろいろなことを受け止めてもらい大人との安定した関係から、やがて仲間に
目を向けていくのである。気に入った仲間ができるといつもそばにくっついているのである。
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しかし、しんどい状況におかれている子どもは活動そのものについていけず自信もなく、敗北
感等、味わっていき自己の存在感すら希薄になってしまうのである。そうなると自分は愛され
ていないのではないかと不安をだき「愛されていないかも」と思うのである。こうした子ども
の心を開き自信を持たせていくには、何よりも「受け入れる」「認める」「大切にする」という
大人の関わりがあって初めて「受け入れられている」「認められている」「大切にされている」
と感じるのである。
　私は可愛い・私は泣いても大丈夫（自己受容）は、自分に満足していることである。
　大人の行動、しぐさを真似する子どもたちは、ぬいぐるみを赤ちゃんに見立て、ミルクを飲
ませ母親になったつもりで満足している。おもちゃの流し台で洗い物をしている姿を見ると、
おもちゃをガラガラさせ、音だけ出して食器を洗っている様子を表している子どもに「お茶碗
を洗ってるの？お母さん見たい」というと「こっくり」とうなずき満足している子ども。おも
ちゃのバギーにお人形を乗せて押している満足顔、自己主張をして認められることによって満
足顔。歩けるようになってみんなに認めてもらって満足。積木を積んで、ほめられた自分の能
力に満足。自分で「00 可愛い！」と言って満足。自己受容は、親・先生・仲間と遊べて嬉し
い楽しいと思っている自分に満足していることである。八つの自己の契機（A～H）が基と
なり、自分は一人でスプーンやフォークを使って食べることに満足だったり、歩けることに満
足、片言の言葉を発する事に満足、自分を大事にしてくれる先生に満足、好きな友達がいて満
足、驚きや感動を共感してくれる人がいて満足。自分は受け入れられて満足なのである。
　私は何でもできる（可能的自己）は、こんな活動はチャレンジできるはずと思うことである。
　フォークやスプーンを持ってたべようとチャレンジしたり、歩けるようになるとどこへでも
探索したり、「ダメ！」といわれても自分が納得するまで「イヤ！」と言い、精いっぱい反抗
して駄々をこねるのである。このような形で「自我」が芽生えてくるのである。又、手先も器
用になり、道具を使って遊ぼうとしたり、生活の面では、衣服を着脱しようとしたり、自我の
芽生えを基に「自分で！」と身辺自立をしようと、日々チャレンジしているのである。　簡単
な言葉で相手に伝えようとチャレンジしたり、先生にほめられるとさらにチャレンジしたり、
自分は好きな仲間と遊ぼうとチャレンジしたり、「ダメ！」と禁止されても、又チャレンジし
ようとするのである。自分はいろんなことが出来るようになりさらにチャレンジするのである。
可能的自己も八つの自己の契機（A～H）が基になっているのである。

（３）　乳児の「自己肯定感」指標の作成
　１年目（平成 23 年）０歳児クラスの子ども達を対象に、遊びや食事場面で、主体的行動し
ている子どもの姿と保育者の関わりを観察し、予備調査を行い、２年目（平成 24 年）には子
どもたちに接している１歳児クラスの保育者にインタビューして、子どもの自己の成長を聞き
取り調査するための調査票として、乳児の「自己肯定感」指標を作成した。それを使って、「１
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歳児の自己肯定感について」乳児教育保育学会や、日本保育学会で発表してきたのである。
　今回は「０歳児の自己肯定感について」、四つの自己の構造（自己支配・自尊感情・自己受容・
可能的自己）と、生活や遊びを通してのＡ，活動的自己、自分の容貌、身体的の特徴などのＢ，
身体的自己、自分の持ち物、場所などのＣ，物質的自己、言葉などのＤ，能力的自己、大人と
の関係のＥ，社会的自己１、仲間との関係のＦ，社会的自己２、嬉しい、楽しい、つらい等、
気持ちを表す、Ｇ，精神的自己、総合的にとらえてＨ，全体的自己に分類し上記の八つの契機
で「０歳から１歳３カ月」までの観察の尺度として子どもの行動、気持ちを表した「自己肯定
感」指標（表３）を作成したのである。

６，乳児の「自己肯定感」のアンケート調査

　３市で、四件法（そう思う４点、どちらかというとそう思う３点、どちらかというとそう思
わない２点、思わない１点）で点数化する。乳児の「自己肯定感」指標（表３）を使って０歳
から１歳３カ月の子どもを対象として０歳児の保育士にアンケートを行った。

（１）調査の方法　
　３市の民間保育園で乳児の「自己肯定感」指標を使って、０歳から１歳３カ月の子どもを対
象とする。
①　令和３年 11 月　（A保育所・B保育所・C保育所）　
②　対象児　０歳～１歳３カ月　各施設（７人）合計 21 人　　
③　保育士にアンケート（複数人で読み取り確認）
④ ４件法による

（２）結果
　表３の乳児期の「自己肯定感」指標（０歳から１歳３か月）の得点の高かった項目は「自分
は受け入れてくれる人が好きである」「自分はみんなに愛されている」「自分は物にさわったり、
握ったり落とそうとしたりする」「自分は寝がえり、ハイハイ、歩こうとチャレンジする」であっ
た。
　後は、自己の構造と自己の契機から考察をはかる。
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68 6 4 0 78
68 6 2 1 77
68 9 2 0 79
56 21 0 0 77
40 18 6 2 66
56 3 8 2 69
44 12 8 1 65
60 15 2 0 77

460 90 32 6 588
64 9 4 0 77
64 6 6 0 76
60 12 4 0 76
32 36 0 1 69
68 6 2 1 77
48 21 2 1 72
80 3 0 0 83
76 6 0 0 82

492 99 18 3 612
64 9 4 0 77
56 12 6 0 74
52 15 6 0 73
40 30 0 1 71
52 24 0 0 76
52 15 2 2 71
56 21 0 0 77
40 30 2 0 72

412 156 20 3 591
56 12 2 2 72
68 9 2 0 79
64 6 6 0 76
56 18 0 1 75
52 21 2 0 75
40 21 4 2 67
56 15 4 0 75
60 12 4 0 76

452 114 24 5 595
1816 459 94 17 2386

合計対象年齢月（0歳から１歳３ヶ月）　　　N＝２１
令和3年５月～6月　　０歳児クラス　　

乳児期の「自己肯定感」指標（0歳から1歳3か月）
そう思う

（４点）

どちらかとい

うとそう思う

（３点）

どちらか

というとそ

う思わな

い　　（２

思わない

（１点）

私
は
私
で
あ
る

自
己
支
配
感

自分は良くおっぱい（ミルク）を飲み、食べようとする。

自分は、手や足を使って自分の体を動かそうとする。

自分は物に触ったり、握ったり、落とそうとしたりする。

自分は表情、仕草で相手に伝えようとする。

自分は先生の真似をしようとする

自分はそばにいる子が気になり触ったりしようとする。

自分は人見知りをして泣いたりする。

自分は泣いたり、笑ったりして大人を動かしている・

小計

私
は
愛
さ
れ
て
い
る

自
尊
感
情

自分は飲んだり、食べたりすることが好きである。

自分は、手や足を使って自分の体を動かすことが好きである。

自分はおもちゃで遊ぶことが好きである。

自分は表情やしぐさで相手に伝えることができ誇りに思う。

自分が笑う笑顔で返してくれる先生が好きである。

自分は周りに友達がいることは好きである。

自分は受け入れてくれる人が好きである。

自分はみんなに愛されている。

小計

私は

可愛

い　　・

私は

泣い

てもて

も大丈

夫

自
己
受
容

自分は飲んだり食べたりして満足している。

自分は、手や足を使って自分の体を動かすことに満足している。

自分は好きな遊びがあり満足している。

自分は、表情、仕草で相手に伝えて満足している。

自分は先生に可愛がってもらって満足している。

自分は友だちが気になり触ると満足している。

自分は共感してくれる人がいて満足している

自分は泣いたらかまってくれるので大丈夫と思える。

小計

小計
合計

私
は
な
ん
で
も
で
き
る

可
能

的

自
己

・自
己

期

待

自分は手づかみでも食べようとチャレンジしようとする

自分は寝返り、ハイハイ、歩こうとチャレンジする。

自分はいろいろな玩具に触りチャレンジしようとする。

自分は表情、仕草で相手に訴えようとチャレンジとする。

自分は好きな先生に関わろうとチャレンジしようとする。

自分は気になる仲間に関わろうとチャレンジしようとする。

自分は愛され、安心してチャレンジしようとする

自分は受容され、安心して何事にもチャレンジしようとする。

表３　乳児期の「自己肯定感」指標（０歳から１歳３か月）

（３）自己の構造の全体考察
　４つの自己の構造の得点率から考察すると四つの構造ではあまり変化はなく、全体の平均の
88％前後であった（表４）。
　自己の契機の得点率から考察すると精神的自己・能力的自己・社会的自己１・社会的自己
２は差が認められた。自己の契機については、得点率 90％をこえていないものは精神的自己
（82％）、能力的自己１（86％）社会的自己１（87％）社会的自己２（88％）であった。今後、
発達していく通過点ではないかと考える（表５）。
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平均 ％

自己支配感 28,0 87%

自尊感情 29,0 90%

自己受容 28.0 87%

可能的自己 28,0 87%

全体の平均 28.0 88%

全体21（１００％）

自己の構造

 表４　自己の構造

表中％は得点可能最大値 21 に対する
得点の比率（百分比）を示す。

表５　自己の契機

平均 %

活動的自己 14.4 90%

身体的自己 14.5 90%

物質的自己 14.4 90%

能力的自己 13.9 86%

社会的自己１ 14 87%

社会的自己２ 14.2 88%

精神的自己 13.2 82%

全体的自己 14.2 88%

全体21（１００％）

自己の契機

注　 表中％は得点可能最大値 21 に対する得点の（百分比）
を示す。

表４の自己の構造から、得点の高いほうから考察すると
① 　「私は愛されている」（自尊感情）の得点率は 90％である。
　 自分は受け入れてくれる人は好きであり、自分は愛されていること、自分は寝返り、ハイハ
イをし歩こうとチャレンジする。自分は共感してくれる人がいて満足している。
　 子どもは、この世に生を受けて「まあ可愛い！」と受け入れてもらい、周りは誕生を喜び、「私」
の存在を認め、大事に育てられているのである。

②　「私は私である」（自己支配感）は、得点率は 87％である。
　 自分は物に触ったり、握ったり落とそうとする。自分はおっぱい、ミルクを飲み、食べよう
とする。自分は泣いたり、笑ったりして大人を動かしている。
　 優しく抱かれて、温かいまなざしで、成長を見守ってくれる環境は子どもにとってこの上な
く幸せで「お母さんのようになりたい」と後ろ姿を見て歩こうと真似ているのであろう。
　 歩きだしたら、これ見よがしに歩く姿は堂々と自分は「一人の人間としてしっかり生きてい
るよ！」とアピールしているのである。
　まさに「自己肯定感」がはぐくまれている大きな子どもの行動の一つではないかと考える。

③　「私は可愛い・私は泣いても大夫」（自己受容）は（自己支配感）と同じく得点率 87％である。　　　　
　 自分は大事にしてくれる先生に満足し、驚きや感動を共感してくれ、泣いても「大丈夫！」
と受け入てくれる先生が好きで満足しているのである。
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④　「私は何でもできる」（可能的自己・自己期待）も同じく 87％である。
　 自分は寝返り、ハイハイ、歩こうとチャレンジしているのである。少々のことではへこたれ
ず、積極的にそれぞれがチャレンジしているのである。この時期ならこそ、歩きかけると歩
くことに夢中になるのである。

（４）　自己の契機の全体考察
表５の自己の契機の得点の高い方から考察すると　　　
①　活動的自己は得点率 90％である。
　 「自分は良くおっぱい（ミルク）を飲み、食べようとする」得点は、「どちらかというとそう思う」
を入れて得点率は高い。この時期は特定の人との関係で安心して身をゆだね、おっぱいを飲
んだり、ミルクを飲んだりと、飲む行為をする時期であり、又、離乳食が始まると、素材に
慣れることや、スプーンなど持ち始める。食欲のある子は手づかみでも食べる。食に対して
は変化のある時期であり、子ども刺激を受けながら意欲的になる。中には、個別に配慮の必
要なアレルギー症児などには注意する必要がある。

②　身体的自己も得点率 90％である。
　 この１年の成長は早く、首が座る、寝返りする。はいはいする。つかまり立ちする。歩こう
とする。発達の質的転換期と考えられる。つかまり立ちしながら手を放し一歩、一歩、進
み、転んでもまた、立ち上がり歩こうとする、最も人間らしい力が全面でている時期でもあ
る。　自分で歩いて方でバランスをとって歩いている姿は本当に自信に充ち溢れ、自分を信
じて、しっかり歩こうと肯定し、「この世界は私のもの」と言わんばかりに大人の顔を見な
がら、あちこちと探索活動をしているのである。又、周りも歩けたことにより、喜び、歩く
たびにほめたたえ、子どもの成長をみんなで、祝うのである。本人自身も認められることに
より成就感・達成感・満足感を覚え、自己肯定感がはぐくまれていると考えられる。

③　物質的自己も同じく得点率 90％である。
　 「自分は物に触ったり、握ったり、落とそうとする。」「自分はおもちゃで遊ぶことが好きで
ある。」「自分は好きな遊びがあり満足している。」「自分はいろいろな玩具に触りチャレンジ
しようとする。」など、発達の特徴として、自分の手足を触りながら、また次第に周りの玩
具にも興味を示しなめたり、触ったりと確かめながら、行動範囲も広くなって、探索活動へ
と行動が活発になるのである。
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④　全体的自己は得点率 88％である。
　 「自分は泣いたり笑ったりして大人を動かしている。」は一人だけどちらかというとそうは思
わないであったが、後の 20 人は、どちらかというとそう思うも含めてそう思うのであった。
「自分はみんなに愛されている。」ほぼ全員そう思うであった。「自分は泣いたらかまってく
れるので大丈夫と思える。」は一人以外全員そう思うである。「自分は受容され、安心して何
事にもチャレンジしようと思う。」どちらかというとそう思わない二人以外は全員そう思う
であった。一人、得点が低かったのは養育者の子育てに対するしんどさが現れていたのであ
る。

⑤　社会的自己２は得点率　88％である。
　 「自分はそばにいる子が気になり触ったりしようとする」「自分はまわりに友達がいることは
好きである。」「自分は友達が気になり触ると満足している。」「自分は気になる仲間に関わろ
うとチャレンジしようとする。」

⑥　社会的自己１は得点率 87％である。
　 「自分は先生の真似をしようとする。」「自分が笑うと笑顔で返してくれる先生が好きである」
「自分は先生に可愛がってもらって満足している。」「自分は好きな先生に関わろうとチャレ
ンジしようとする。」
　 １人を除いて「どちらかというとそう思う」も含めて得点が高いのである。これはまだまだ、
乳児期にとっては先生が関わってくれ、受け止めてくれることが何より大事なことであり、
そのことで安心して、自分の気持ちを表すことができ、子どもの心の基盤となると考えられ
る。

⑦　能力的自己は得点率 86％である。
　 「自分は表情、仕草で相手に伝えようとする。」「自分は表情やしぐさで相手に伝えることに
より誇りに思う」「自分は表情やしぐさで相手に伝えて満足している。」「自分は相手に表情
やしぐさで訴えようとチャレンジする。」、訴えようとしていて「そう思う」が多いが、一部、「そ
う思わない」子どももいる。まだこれから言葉の出る時期であり、これから育っていくので
はないかと読み取れる。

⑧　精神的自己は、得点率 82％である。
　 「自分は人見知りをして泣いたりする。」「自分は受け入れてくれる人が好きである。」「自分
は共感してくれる人がいて満足している」「自分は愛されていて安心してチャレンジしよう
とする。」この先、１歳半ぐらいになると自我の芽生えが出てきて「自分で」という意識が
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出てくる時期で、気に入らないことがあると「イヤ！」と反応していくのである。
　 この時の大人の対応が子どもの気持ちに寄り添った関わり方をすることよって子どもは受容
され受け入れてもらったという自信にもなることもあるが、逆に「聞き分けのない子」「ダ
メな子」「嫌な子ねえ」と否定的に言われ続けると、だんだん「自分はダメの子」と、思い
込んでしまい自己否定し、「自己肯定感」がはぐくまれないと考えられる。

７，まとめ・今後の課題

　仮説の「私が私である」は、自分に名前がつけられ、「00 ちゃん！」と小さいころから優し
く声をかけてもらい、自分は大切な存在である「私」なんだという感覚は、無意識のうちに周
りから映し返しとして受け取っているのである。大切に保育されることで、「私は愛されてい
る」「私は可愛い」と、自分はかけがえのない存在であることを自分なりに肯定する感覚を覚え、
泣いても受け止めてもらえる経験をすることで「私は泣いても大丈夫！」と思うのである。い
ろいろな経験を通して、周りから「失敗しても大丈夫だよ」というメッセージを多く受け止め
ることにより、「私は何でもできる」とさらにチャレンジし、自分のことが好きになるのである。
逆のかかわり方であれば当然、自己否定に陥ることは多くの先人が言ってきていることである。
　又、４，乳児の「自己肯定感」をはぐくむ構造と契機は、子ども側からの成長であり、そこ
には０歳児であっても、しっかりと泣き笑い等、自己表現し、１歳半ぐらいからは、ますます
自分の意思を出し、自己主張が目立ってくる。２歳を迎えるころはさらに、言葉も出るように
なり、自分の名前言うことができて、相手に対して言葉で、思いを出せるのである。この時期
こそ、子どもの自己主張や感情を十分に受けいれ、共に喜び、共感できる関係をつくることで、
「自己肯定感」がはぐくまれているのである。
　子どもは、一人の人間として尊敬され、健やかに成長することがいかに大切であるか、乳児
期こそ「生きる力」の源である安心感や「自己肯定感」を大事にすべき時期である考える。「自
己肯定感」は、自分らしく人間として生きるために年齢に関係なく生涯にわたり基本的な大切
な気持ちであると考える。
　乳児期の「自己肯定感」指標を作成し、保育士にアンケートを取って得点化した調査結果を
見ると、能力的自己・精神的自己には差が見られたが、これらは自己の成長の今後の発達して
いく通過点であると考える。なによりも得点が高かった自尊感情の「自分は受け入れてくれる
人が好きである」「自分は愛されている」や次に高かった「私は何でもできる」という可能的自己、
自己期待の「自分は寝返り、ハイハイ、歩こうとチャレンジしようとする」などに注目したい。
そこには「自分は共感してくれる人がいて満足している。」という当たり前のことであるが養
育者との好ましい関係が大切さであることが確認することができた。
　自己の構造と自己の契機から作った指標を、これからも検討を重ねて作成し、乳児の「自己
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肯定感」の尺度のひとつとして、子どもたちの成長を確認していく指標になれば、保育の質も
変わっていくのではないかと思われる。
　今後、乳児の育ちとして２歳以上の子どもを調査し、自己の育ちを横断的・縦断的に見てい
くことや母親との関係も含めた乳児の「自己肯定感」についての調査も必要であると考える。
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